
－ 54 －

公益財団法人日本陸上競技連盟

陸上競技研究紀要
第16巻,54-61,2020

Bulletin of Studies
in Athletics of JAAF

Vol.16,54-61,2020

短距離走者を対象とした心理テストの時間的変動性の検討

橋本泰裕 1)2)　　中田大貴 3)

1) 神戸医療福祉大学　健康スポーツコミュニケーション学科　　2) 中京大学大学院　体育学研究科

3) 奈良女子大学　研究院生活環境科学系

Time-dependent changes in results of psychological test for track athletes

Yasuhiro Hashimoto1)2)　　Hiroki Nakata3) 
1)Department of Health, Sport and Communication, Kobe University of Welfare, Fukusaki Town, Japan
2)Chukyo University, Graduate School of Health & Sport Science
3)Department of Health Sciences, Faculty of Human Life and Environment, Nara Women's University

要約

本研究では大学陸上短距離選手を対象とし , 可能な限り長期の期間を空け心理テスト (Taikyo Sport 

Motivation Inventory: TSMI) を 2 度実施し , テストの時間的変動性について検討した . 再テストの間隔

は 17 カ月となり , TSMI における 17 因子の級内係数はMean = 0.579, SD = 0.146 であった . 各因子に関

してF 検定を行った結果 , 「困難の克服」の因子のみ有意差は認められなかった . また , 1 回目と 2回目の

得点に関してT 検定を行った結果 , 「勝利志向性」と「情緒安定性」の因子において , 2 回目の方が有意に

低下した . さらに , 5 ヶ月間の期間を空けて再テストを行った先行研究と比較したところ ,「目標への挑戦」

「困難の克服」「計画性」の 3因子における相関係数は有意に低下した . これらの結果から , TSMI における

17 因子は , 17 カ月の期間を空けた場合 , 全因子が同様の変化を示すのではなく , 変化しにくい因子と変

化しやすい因子が存在することが示された . 
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Abstract
The present study investigated time-dependent changes on university track and field athletes using the 
Taikyo Sport Motivation Inventory (TSMI), with as long an inter-test interval as possible. The inter-test 
interval was 17 months, and the reliability coefficient was the mean of the 17 factors of TSMI (Mean = 
0.579, SD = 0.146). F-tests for the reliability coefficient showed no significant difference in the scores of 
the first and second tests regarding the factor “overcoming difficulties”. T-tests showed that the scores of 
two factors (“victory orientation” and “emotional stability”) were significantly lower in the second test. 
Compared with a previous study, retesting with an inter-test interval of five months showed a significant 
decrease in the reliability coefficient of three factors (“challenging target,” “overcoming difficulties,” 
and “designing”). These results suggest that the 17 factors of TSMI do not show similar changes after 17 
months, but some factors tend to change easily with time.

Keywords: TSMI, Inter-test, Redevelopment, Personality
Running title: Changes in results of psychological test
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1. 緒言

スポーツ選手の心理的特性を明らかにするため

に様々な心理テストが用いられてきた . これらの

テストは大きく 2 つに分類することが出来る . 1

つは選手の性格や気質との関係を検討するもので

ある . この分野では , 競技成績と Y-G 性格検査

( 矢田部 , 1954; 辻岡・藤村 , 1957) や Maudsley 

Personality Inventory(MPI; アイゼンク , 1964)

を用いたパーソナリティを測る心理テストとの関

係性が検討されてきた (Hayslip, & Petrie, 2014; 

Judge et al., 2016; Borkoles et al., 2018; 

Castro-Sánchez et al., 2018). この発展として , 

Martens(1977) はスポーツに特化した心理テスト

Sport Competition Anxiety Test(SCAT) を作成し

た . SCAT は日本語でも標準化が行われた ( 遠藤 , 

1982; 1986) が , 松田ほか (1981) は SCAT を更に発

展させ Taikyo Sport Motivation Inventory(TSMI)

を作成した . この心理テストは市町村大会出場選

手から国際大会出場選手まで 1 次調査で 1660 名 , 

2 次調査で 3864 名のデータを分析対象として , 17

因子を抽出するというものであった . 

もう 1つは Profile of Mood State(POMS; McNair, 

1992) に代表されるような , 気分やその時点での

心理状態と競技成績の関係を検討したものである . 

このテストでは因子得点は時間の経過とともに変

化すると考えられている . そして , これら特性

と状態 , 2 つの側面から不安の測定を試みた心理

テ ス ト が State-Trait Anxiety Inventory(STAI; 

Spielberger, 1966) である . STAI では , 一過性

の状況反応を状態不安 , 比較的安定した反応傾向

を特性不安と定義している . 清水・今栄 (1981) は

STAI を用い , 80 日の期間を空けた再テストを実施

した . その結果 , 特性不安は相関係数「r = 0.80」

を示したのに対し , 状態不安は「r = 0.33」と低

下したことを報告している . このように , 同じ不

安を測定した心理テストであっても , 特性と状態

では時間経過により変化のし易さに違いがみられる

と考えられる . 

心理テストの結果に関する時間的な変化は , ス

ポーツ選手を対象とした研究やサポートを行う上で

は重要である . スポーツ選手にメンタルトレーニ

ングを指導する際 , 選手の心理テストの結果を基

にサポート内容を構築する ( 東山 , 2005) が , 心

理テストの実施時期に関しては明確な基準がなく , 

吉川 (2005) は「複数回 , 定期的に行われることが

望ましい」と記載するに留まっている . このため , 

心理テストとサポートを行う時期にずれがある場

合 , テスト結果の変化を考慮する必要がある . ま

た , 競技力と心理テストの結果の関係性を検討し

た研究では , 競技力を示すための指標として , 過

去最高の競技成績を尋ねることが多い ( 徳永ほか , 

2000; 上野ほか , 2018). しかし , 実際には過去最

高の競技成績を挙げた時期と心理テストを行った日

には多くの場合 , 年単位での時間差が生じている

ことが予想される . 

これらの研究は , 心理テストの時間的な変化を

考慮せずに検討を行っているが , 状態と考えられ

ている因子同様 , 特性と考えられている因子も時

間的な変化を受ける可能性があると考えられる . 

例えば , 中里・水口 (1982) は専門学校の女子学生

を対象とし , 1 時間後 (n = 53 名 ), 3 カ月後 (n = 

103 名 ) と 2 つの期間を設け , STAI を実施してい

る . その結果 , 項目リメインダ相関係数は 1 時間

で「r = 0.89」, 3 カ月で「r = 0.71」であった . 

Martens(1977) は小中学生 204 名を対象とし , SCAT

による再テストを行い , 1 時間で「r = 0.88」, 1

日で「r = 0.73」, 1 週間で「r = 0.75」, 1 ヶ月

で「r = 0.72」の値を示した . 小塩 (2016) の心理

テストの再検査信頼性を検討したメタ分析では , 

再テストの期間を 4週間まで (n = 5849 名 ), 5-11

週間 (n = 2589 名 ), 12 週間以上 (n =1197 名 ) に

分類しての母相関係数の検討を行っている . その

結果 , 母相関係数の 95% 信頼区間は 4週間まで (CI 

= 0.69 – 0.86), 5-11 週間 (CI = 0.66 – 0.84), 

12 週間以上 (CI = 0.62 – 0.78) であり , 再検査間

隔と再検査信頼性係数はスピアマンの順位相関係数

において ,「r = –0.23」と低い負の関連が認めら

れたことを報告している . 

小塩 (2016) のメタ分析において , 再テストにお

ける最も長い区分けを 12 週間以上としているよう

に , 再検査の信頼性に関する先行研究では , 1 ヶ

月から 4 ヶ月程度の期間を空けての再テストを行

い , 信頼性係数の高い因子を特性と捉えることが

一般的である . この最大 4ヶ月程度という期間は , 

先行研究の多くが大学生を対象に検討していること

から , 大学の授業期間との関係性が推察される . 

半期ごとで講義が完結する大学では , 講義内で心

理テストを実施した場合 , 学期を越えて再検査を

行うことが難しいと考えられる . そのため , 5 カ

月以上の長期間で再テストを行うためには , 講義

以外で調査対象者を追跡するための枠組みが必要

となる . これらの研究を基に , 図 1 に時間経過に

伴う信頼性係数の低下モデルを作成した . このモ
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デルでは , 心理テスト全体の信頼性は時間経過と

共に低下するが , 因子項目別に見た場合 , 低下し

やすい因子と低下しにくい因子があることを示し

ている . しかしながら , 前述したように , 再テ

スト法における信頼性係数の検討は , 5 カ月以内

が多いため , 心理テストがどの程度の期間信頼性

を保つことが出来るのかという観点での検討は不

十分である . 本研究はこの課題を同一のスポーツ

チームに対する長期にわたる心理サポートという形

で解消を試みる . 心理サポートは学期を越えて選

手と関わる必然性があり , かつ心理テストを実施

することも選手 , およびスタッフからの同意が得

られやすいという利点がある . また , 本研究では

使用する心理テストとして , TSMI に着目した . 日

本語で標準化された心理テストでは , 近年 , 項目

数が少なく実施しやすい Diagnostic Inventory of 

Psychological Competitive Ability for Athletes 

3(DIPCA. 3; Tokunaga, 2001) が広く使用されてい

る . しかし , TSMI は , ①競技者 , コーチ心理専

門家による調査 , 一般的な性格検査や SCAT からの

質問項目の抽出 417 項目から質問項目の選定を開始

していること , ② Edwards Personal Preference 

Schedule(EPPS; Murray, 1938) 性格検査との基準

関連妥当性も示されており , 高い構成概念妥当

性を有すると考えられること , ③ 5 カ月の期間

を空けた再テストも実施されており ( 松田ほか , 

1981), 全ての因子が相関係数「r = 0.50」以上 , 

平均「r = 0.688」と特性とされる理テストとして

一定の基準を満たしていること , 以上の 3 点から

本研究の測定指標として適切であると考えた . ス

ポーツの心理テストを実施した理由としては , 対

象がスポーツチームであり , 調査対象者への利益

を配慮したためである . 

本研究では , 心理テストである TSMI を可能な限

り長い期間空けて同一回答者に対して 2 回実施し , 

さらに 5カ月の期間を空けた先行研究との比較も行

い , テスト結果の変動に着目することによって , 

TSMI の因子に関する時間的変動性を明らかにする

ことを目的とした . 

2. 方法

2. 1. 調査対象者

A 大学陸上競技部短距離ブロックに対し , 強制

速度法による 2 度の TSMI を実施した . 参加者は両

日とも 54 人であった . このうち両日回答を行った

25 名 ( 初回時平均年齢 19.25 ± 0.65 歳 ) を本研究

の対象者とした . TSMI は 1 度目の実施の後 , 短距

離ブロックコーチや対象者と相談の上 , 可能な限

り長期の間隔を空け 2 度目を実施した . TSMI を繰

り返し実施しなかった理由としては , TSMI は質問

項目が多く , 対象者に過度な負担がかかることを

配慮したためである . このため , テストは 201x 年

11 月と 201x+2 年の 4 月に 17 ヶ月の間隔を空けて

行われた . 調査対象となったチームは毎年 9 月頃

行われる日本学生陸上競技対校選手権大会に向け

て練習を行っている . 11 月はチームにとってオフ

シーズンであり , 対象となった年の 4 月は練習期

から試合期に移行する時期であった . このチーム

は , 調査期間中毎年の日本学生陸上競技対校選手

権大会において総合得点で上位 16 位以上の成績で

あり , 大学生陸上部短距離種目の中でも高い競技

力を有した集団であると考えられる . この研究デ

ザインを可能とした理由として , 調査者が対象の

集団に対して心理サポートとして長期的に関わる機

会が得られたためである . 調査対象者には調査前

に主旨と方法を説明し , 調査参加の同意を得た . 

本研究は調査者の所属する大学において倫理審査を

受けている (承認番号 2013-21). 

2. 2. TSMI 内の因子項目

TSMI は , 146 の質問項目に対し 4 件法で回答す

る . 質問項目は , 17 の因子に対し各 8項目と , 10

項目からなる Lie scale である 「応答の正確性」を

持つ (表 1). 因子の例として ,「困難の克服」の場

合 , 「困難な事に出くわした時 , それを乗り越える

ために努力する」などが挙げられる . 因子項目得

点は , 回答に準じて 1 – 4 点を加算していき , 合

計が因子得点となる . 17 因子の最少得点は 8 点 , 

図 1. 研究目的の概念図 ( 時間経過に伴う信頼性係

数の変化 )
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最大得点は 32 点である . このうち , 「目標への挑

戦」から「コーチ受容」までの 13 因子は競技力が

高いほど項目得点も高値を示し , 「対コーチ不適

応」から「不節制」までの 4因子は競技力が高いほ

ど項目得点は低値となる . 尚 , 「応答の正確性」は

29 点以下を応答が不正確として回答を無効とする

よう報告されている ( 猪俣 , 1997) が , 本研究で

の調査において該当者は 0 名であった . 「応答の正

確性」は , 質問紙の応答の正確性を確認するため

に使用し , 結果以降の分析では分析対象となる因

子から除外した. また, 調査対象者の中に期間中, 

個別での心理サポートを受けた選手は居なかった .

2. 3. 分析方法

1 回目のテスト , 2 回目のテストは因子別に級内

相関係数 , 及び相関係数を算出した . 同一対象者

によるテスト間の関係性の検討は , 級内相関係数

を用いる方が正確ではある . 相関係数を求めた理

由としては , 5 カ月の期間を空けて行われた再テス

ト結果 (松田ほか , 1981) との比較を行うためであ

る . 

級内相関係数の値は , F 検定を行った後 , 

Landise, & Koch (1977) の基準に従い ,「0.00 − 

0.20」を低い (slight),「0.21 − 0.40」を不十

分 (fair),「0.41 − 0.60」を中程度 (moderate),

「0.61 − 0.80」をかなり良好 (substantial),「0.81 

− 1.00」を良好 (almost perfect) と解釈した . 相

関係数は , 無相関検定の後 , 岩淵ほか (1997) の基

準に従い , 「r = 0.70 – 1.00」を高い相関 , 「r = 

0.40 – 0.70」を中程度の相関 ,「r = 0.00 – 0.20」

を低い相関と解釈した . 1 回目と 2 回目のテスト

の差の比較には対応のあるT 検定を用いた . 有意

水準はp < 0.05 とした . 本研究の分析結果の表記

に関し , 級内相関係数と相関係数の結果は小数点

以下 3桁 , TSMI 得点は小数点以下 1桁 , これ以外

は小数点以下 2 桁まで示す . 統計には SPSS Ver. 

26 for Windows(IBM 社 ) を用いた . また , Excel 

2010(Microsoft 社 ) を用い , 松田ほか (1981) の先

行研究でのデータと相関係数の差の検定を行った . 

3. 結果

各因子の級内相関係数 , 及び相関係数を表 2 に

示す . TSMI 全体での級内相関係数は応答の正確性

を除く17因子でM = 0.579, SD = 0.146であった. 

Landise, & Koch (1977) の基準により , 因子別の

級内相関係数は「技術向上意欲」「練習意欲」「情緒

安定性」「精神的強靭さ」「闘志」「競技価値観」「知

的興味」「勝利志向性」「失敗不安」「緊張性の不安」

の 10 因子が「0.61 – 0.80」とかなり良好であった . 

「目標への挑戦」「計画性」「努力への因果帰属」「コー

チ受容」「対コーチ不適応」「不節制」の 6因子は「0.41 

– 0.60」と中程度であった . 全 17 因子についてF

検定を行った結果「困難の克服」の因子においての

み , 有意差が認められなかった . 

1 回目 , 2 回目の各因子の平均値 , 及び 1回目か

ら 2 回目を引いた差を表 3 に示す . 対応のあるT

検定を行った結果 , 「勝利志向性」と「情緒安定性」

に関し , 1 回目よりも 2回目の方が有意に低下した

(t  (24) = 2.89, p < 0.01;  t  (24)  = 2.10, p 

< 0.05). 因子間に有意差が認められたのは , 17 因

子中 2 因子であり , 平均得点は 1 回目と比べ , 2

回目で有意な低下が認められた (t  (16) = 2.31,  

p < 0.05). 

5 カ月の期間を空けた再テスト調査の結果 ( 松田

ほか, 1981)と本研究の17因子の相関係数に対し, 

相関係数の差の検定を行った . その結果 , 先行研

究の 5 カ月 (M = 0.688, SD = 0.087) よりも本研

究における 17 カ月 (M = 0.600, SD = 0.150) の方

が , 相関係数は有意に低下した (t (16) = 2.24, p 

< 0.05). 因子別の相関係数の差の検定では , 「目

標への挑戦」(t (117)= － 2.17, p < 0.05), 「困

難の克服」(t (117)= －2.68, p < 0.01), 「計画性」

(t (117)= － 2.67, p < 0.01) において , 先行研

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

表 1. TSMI の因子項目 .
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究の 5 カ月よりも本研究における 17 カ月の方が有

意に低下した . 

4. 考察

本研究では大学陸上短距離選手を対象とし , 可

能な限りの長期期間である 17 カ月を空けて心理テ

スト (TSMI) を実施し , さらに 5 カ月の期間を空け

た先行研究との比較も行い , TSMI の因子における

時間的変動性を明らかにすることを目的とした .

本研究における TSMI 全体での級内相関係数は応

答の正確性を除く 17 因子で平均「r = 0.579 (SD = 

0.146)」であった (表 1). Landis, & Koch (1977)

の基準を考慮すると , 10 因子はかなり良好 , 6 因

子は中程度であった . これらの結果から , TSMI に

おける 17 因子は , 17 カ月の期間を空けた場合 , 

全因子が同様の変化を示すのではなく , 変化しに

くい因子と変化しやすい因子が存在することが示さ

れた . 

「困難の克服」に関するF 検定においては , 有意

差が認められなかった . Hogan & Cannon(2007) は

時間経過によって特性自体が変化する可能性を報告

している .本研究において有意差が認められなかっ

た「困難の克服」や , 級内相関係数の値が中程度

であった「目標への挑戦」「計画性」「努力への因果

帰属」「コーチ受容」「対コーチ不適応」「不節制」は , 

17 カ月の間に変化しやすい因子であると考えられ

る . このうち , 「困難の克服」「目標への挑戦」「計

画性」「努力への因果帰属」「不節制」の 5因子につ

いては心理的な介入を行った場合 , 効果が表れや

すいと考えられる . 5 つの因子を高めるための具体

的な介入方法として , 目標設定及び具体的な練習

計画の設定が挙げられる . 例えば , 先行研究では

自らが練習計画を立案する必要性を感じる頻度が高

い運動部員は , 立案する必要性を殆どない運動部

員と比べて目標設定スキル (計画性 )が高くなるこ

とや , 目標設定スキルは目標指向性を高めること

を報告している (上野ほか , 2012). また , 目標設

定には外発的な動機付けを内発的な動機付けに変え

るという目的があり (吉澤 , 2005), 内発的な動機

付けが高まることは競技の継続意欲を高め , 困難

の克服や努力への因果帰属を高めると考えられる . 

以上のような知見から , 競技意欲を安定させるた

めには練習計画の立案を含めた目標設定を定期的に

行う必要があると考えられる . さらに本研究の結

果を踏まえると , 介入期間として 6 カ月以上 , 17

表 2. 17 カ月での再テストを行った TSMI の級内相関係数と相関係数 . 
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カ月以内に繰り返し行うことが有効であると考えら

れる . 同様に 7 因子に関しては , 現在の選手の心

理状態を把握するために , 5 カ月以内に取得された

データが有効であると考えられる . 

本研究は 201x 年 11 月に実施された 1 回目と

201x+2 年 4 月に実施された 2 回目の間で TSMI の平

均得点に有意な低下が認められた . また因子別で

は , 「情緒安定性」「勝利志向性」が低下していた

( 表 3). 調査時期は共に試合期ではないが , 毎年

9 月頃に行われる全国大会とは , 1 回目の方が時間

的に近いという状況であった . 前述したように , 

STAI では不安の特性と状態を再テストでの信頼性

係数の高低で分類が行われている . 定義としては , 

状態がいま現在感じている不安 , 特性が普段感じ

ている不安 ( 西田 , 2008) というように分類され

る . 同様に性格特性を検討した研究では , 再テス

トの実施時の信頼性係数の高さが , テストの信頼

性を測るうえで検討されている ( 藤島ほか , 2005: 

藤井ほか , 2015). TSMI は特性を「比較的恒常性が

あると推察される尺度」, 状態を「時間経過に伴い

種々の状況要因 (例えば試合など )の影響を受けて

変動する」と表現している . 5 カ月の期間で再テ

ストを行った TSMI 標準化時 ( 松田ほか , 1981) に

は , 「勝利志向性 (r = 0.647)」「対コーチ不適応 (r 

= 0.624)」「練習意欲 (r = 0.623)」「努力への因果

帰属 (r = 0.513)」「不節制 (r = 0.549)」の 5因子

が状態である考えられているが , 級内相関係数で

検討を行った本研究では 2因子はかなり良好のレベ

ルとなった . このことには信頼性係数として用い

た指標 (級内相関係数と相関係数 )の違いや値の判

定基準の違いが強く影響を与えていると考えられ

る .「努力への因果帰属」「不節制」「対コーチ不適

応」を除く 2因子は , 級内相関係数は「r = 0.60」

を上回り恒常性が高いと推察される尺度となると予

想される . これらの結果を総合すると , TSMI では 

「技術向上意欲」「練習意欲」「情緒安定性」「精神的

強靭さ」「闘志」「競技価値観」「知的興味」「勝利志

向性」「失敗不安」「緊張性の不安」の 10 因子は恒

常性の高い特性と考えられる . 一方 , 6 カ月以上

前の TSMI の結果を活用する際には「目標への挑戦」

「困難の克服」「計画性」「コーチ受容」の 4 因子は

状態としての性質をもち , 時間経過に伴い種々の

状況要因の影響を受けて変動する可能性がある . 

また , 「努力への因果帰属」「対コーチ不適応」「不

節制」の 3因子は特性を検討する場合には除外する

必要のある因子であると考えられる . 

表 3. 因子得点
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本研究では , 17 カ月という長期の期間を空け心

理テストである TSMI を実施した . その結果 , 17

カ月を経ても級内相関係数が高く恒常性の高い特性

であると考えられる因子と , 5 カ月から 17 カ月以

内に変動しやすい因子が抽出された . これらの結

果から , これまで「特性」と考えられている因子

の中でも , 長期の期間を空けた場合には ,「状態」

を含みやすい因子が存在することが示された . ま

た , 実践への示唆として , 競技スポーツを行う選

手にとっては , 目標の再設定と長期的な練習計画

の見直しは高い競技意欲を保つために重要である

が , 陸上短距離選手を対象とした場合 , 具体的に

は 6 カ月以上 , 17 カ月以内に目標の再設定と練習

計画の見直しを繰り返すことが効果的であると考え

られる .
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